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各種遮水工法（ＧＭ工法）比較表
	項目
	
	ベントナイトシート（6.4 mm厚他）
	高密度ポリエチレン（1.5 mm厚）
	軟質塩化ビニル（1.5 mm厚）
	合成ゴム系（1.5 mm厚汎布入り）
	アスファルト含浸シート（3.0 mm厚）

	工法概要
	概要
	天然ナトリウムベントナイトを織布・不織布で拘束した不透水性遮水材であり、特別な施工技術を必要とせずに敷設できる。

重ね幅は150 mm以上重ねるのみでよい。
	エチレンを重合した熱可塑性の遮水シートである。重ね合せ部分については熱溶着となるため特殊技能を要する。完全遮水シートである。
	塩化ビニル樹脂を主成分として、可塑剤・安定剤・充填剤で構成される熱可塑性プラスチック遮水シートである。
	エチレンプロピレンゴムとブチルゴムを主成分とした加硫ゴムシートとポリオレフィン系の非加硫ゴムシートがある。
	連続繊維不織布を心材として、これに耐候性の優れた特殊アスファルトを含浸された完全遮水シートである。

	遮水性能
	防水性
	優れている。継目は重ね合せのみによることから施工時には注意を要する。

透水係数は5×10-9 cm/sec程度（室内）である。
浸潤線があり浸透解析必要。
	優れている。

接合部分の熱溶着に注意を要する。
完全遮水で水位があがると安全になり地震に強い。
	優れている。

接合部分の熱溶着に注意を要する。
完全遮水で水位があがると安全になり地震に強い。
	優れている。

接合部分の熱溶着に注意を要する。
完全遮水で水位があがると安全になり地震に強い。
	優れている。

接合部分の熱溶着に注意を要する。
浸潤線のあるものがあるので注意する。

（例えばＡＳパネル）

	
	評価
	○
	◎
	◎
	◎
	◎

	施工性
	柔軟性
	柔軟性があるため、下地のある程度の凹凸に対しては追従性があるがシート同士が一体化していないため不等沈下に注意。
	やや硬い。下地への追従性に注意を要する。
	柔軟性があり、下地性状に追従する伸度を有している。
	柔軟性があるため、下地のある程度の凹凸に対しては追従性がある。
	柔軟性がある。

低温で柔軟性が失われる。

	
	作業性
	運搬敷設にクレーンが必要。
	シートがやや硬いため複雑な形状や細かい部分には注意。運搬敷設にはクレーンが必要。
	運搬敷設には運搬器具が必要。
	運搬敷設には運搬器具が必要。
	運搬敷設には運搬器具が必要。

	
	下地調整
	基盤の平滑性を得るために、一般的な転圧が必要。背面にドレーンをつけると漏水の元となる。
	基盤の平滑性を得るために、一般的な転圧が必要。
	基盤の平滑性を得るために、一般的な転圧が必要。
	基盤の平滑性を得るために、一般的な転圧が必要。
	基盤の平滑性を得るために、一般的な転圧が必要。

	
	接合処理
	ベントナイト同士を接合するだけでよく、特殊技術を必要としない。漏水穴が大きく流速があればベント粒子が流出し止まらない。
	自走式融着機を使用して重ね合せを行う。接合作業は熟練工が必要。
	熱溶着にて施工を行う。

接合作業は熟練工が必要。

	200 mm重ねて、溶剤型接着剤で接着する。接合作業は熟練工が必要。
	150 mm重ね合せプロパンバーナーで加熱溶着及び融解アスファルトで接合する。接合作業は熟練工が必要。

	
	接合部検査
	重ね幅の確認のみ。
	加圧法、減圧法等の試験方法があるが、ポンプ他の器材が必要であり、熟練工が試験を実施する。
	加圧法、減圧法等の試験方法があるが、ポンプ他の器材が必要であり、熟練工が試験を実施する。
	加圧法、減圧法等の試験方法があるが、ポンプ他の器材が必要であり、熟練工が試験を実施する。
	ドライバーなど先の細いもので接合部をなぞり、接合不良による浮きのないことを確認する。

	
	評価
	◎
	○
	○
	○
	○

	耐久性
	材料劣化
	ベントナイトは天然鉱物であり、劣化はない。
	時間が経過すると強度劣化が起こる可能性があり、温度変化によっても強度低下する。
仮設で露出使用するが本設では紫外線劣化等を考慮して埋設型を採用する。
	時間が経過すると強度劣化が起こる可能性があり、温度変化によっても強度低下する。埋設型
で使用する。
	紫外線劣化による強度劣化が起こる。
したがって埋設型で使用するが、耐用年数は埋設型だと前刃金工法と相当（80年）である。
	温度変化によって強度低下を起す可能性がある。
Ａｓパネルは露出使用できるが銀ペイントで7から10年に1回補修塗装を要する。

	
	耐損傷性
	ベントナイトの特長である自己修復性能により、木根の貫通箇所等の小さな損傷は自己修復をする。時間がたてばベント粒子が抜け漏水することがある。穴の大きさが重要である。
	引裂強度は強いが損傷が生じた場合、漏水は補修するまで止まらない。
	漏水は補修するまで止まらない。
	漏水は補修するまで止まらないが、背後が地山でドレーンがないブロック積工では穴が1箇所だと漏水しない。（すなわち背後に空気の補給がない構造では漏水しない。）
	漏水は補修するまで止まらない。

	
	耐薬品性
	天然ベントナイトは海水・石油類に対しても耐性を有する。食塩水で機能が失なわれる。
	優れている。
	石油類には弱い。
	石油類には弱い。
	石油類に弱い。

	
	評価
	○
	○
	○
	◎
	○

	安全性
	安全性
	ベントナイトは天然の鉱物であり、特殊な機械が不要であるため特別な安全管理は不必要である。
	熱源が必要であり、作業上注意を要する。
	熱源が必要であり注意を要する。安価な製品はPCB溶出事故の例もあり選定に注意が必要である。
	溶剤型接着剤が必要であり、注意を要する。
	熱源が必要であり、作業上注意が必要である。

	
	生物に対する

影響
	天然の鉱物である天然のナトリウムベントナイトを使用しているため生物に対して全く影響はない。
	　　　　　　　　　―
	　　　　　　　　　―
	　　　　　　　　―
	　　　　　　　　―

	
	評価
	◎
	○
	○
	◎
	◎

	経済性（参考）
	直接工事費
	\4,975/㎡
	\4,200/㎡
	\2,600/㎡
	\4,300/㎡
	\4,300/㎡

	
	接合部検査
	―
	※別途
	※別途
	※別途
	※別途

	
	保護緩衝材
	―
	※別途
	※別途
	※別途
	※別途

	
	ガス抜き処理
	―
	※別途
	※別途
	※別途
	※別途

	
	構造物処理費
	―
	※別途
	※別途
	※別途
	※別途

	
	遮水工合計
	\4,975/㎡
	\4,200/㎡＋※メーカー仕様による
	\2,600/㎡＋※メーカー仕様による
	\4,300/㎡＋※メーカー仕様による
	\4,300/㎡＋※メーカー仕様による

	
	評価
	○
	○
	◎
	○
	○

	総合評価
	現地旧堤の土質及び地形、土取場状況（ＧＭ工法でも若干量の鋼土は必要である。）によって選定されるものでどれでも良いというわけではない。すべり・漏水事故の原因を突き止め同じ過ちを起こさないようにする。経済性だけで選定してはいけない。工事中の浸透誘発型のすべりについて当初設計で十分検討しておく。材料選定によって遮水構造がかわる。

参考文献；廃棄物処分場の最終カバー　E.Daniel他著　嘉門雅史監訳　勝見武・近藤三ニ共訳　　技報堂
上記比較内容は材料メーカーにより物性・コスト等がかわりあくまで参考である。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

